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メッセージ

中学生年齢の予どちは、半分ミ子どもで半分おとな。身体もJらも大きく変化してい＜

時期です。子どもは、保護者の自の届かないところでだくさんの経験をし、いろいろ

な気持ちゃ感情を心！こ抱えています。自分ひとりで解決しだいと思い、保護者！こは何

ち話さないこともあります。保護者よりも友だちのつながりを大事！こします。保護者

は子どもが何を考えているのかわからなくなりますし、関わろうとすると時！こ反発さ

れてしまうことがあります。

しかし、子どもがどんな！こ反抗しても、 Jらを閉ざしだかのように見えても、わが予

を見つめ心のつながりを見失わないことが重要です。保護者と子どもがはなれだりぶ

つかつだりしながら、お互い話をしだり聴いだりする経験を重ねることはとても大事

なことです。そして、揺れ動＜思春期の心を支え添い続ける家族の姿勢から、子ども

はおとなとして自立していくだめの多くのことを学んでいるのです。

思春期の子どもの心を支えるだめのヒントとして、役立てていだだければ幸いです。

[・ 
福岡市こども総合相談センター

所長藤林武史
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わが子を見つめる 9のヒン卜

半分お；と訟で半分子ども

「反発や自己中心的な勝手な主張ばかり。な｜こかといえば友だちを

大切｜こして、保護者との聞で決めたことは守らない。それなの｜こ、

時々妙｜こ甘えてきだりする。」と感じる予どもの行動。

この時期は、「半分おとなで半分予ども」。そうやって鎗々｜こ自分の

意見や責任をもてるおとなへと成長していきます。

保護者はゆとりをちって、手どちの行動の意昧を理解するよう｜こ努

め、とき｜こは子どもをおとな扱いし、そしてとき｜こは予どもが安心し

て相談でき泣き言を言える頼れるおとなとして、子どもの部分も受け

とめてあげましょう。 気 管
1. (( -
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思春期は、おとなに向けて大きく成長し、また気持ちが揺れ動く時期です。生

意気におとなぶったり、甘えた子どもに戻ったり、行きつ戻りつしながら成長し

ていきます。

最終的には、「自分で考え決めることjや「自分の言動に責任をもつことJができる

とともに、「困ったときには自分から相談できることトそして人の力も借りながら

I自分自身で物事を解決していく力jを育てることが大切です。

そのためには、少々の失敗でも取り返すことがまだまだ可能なこの時期に、いろいろ

と自分でしてみること、そして、小さな失敗を繰り返すことも大切です。周囲のおと

なは人生の先輩として、転ばぬ先の杖になりすぎず、子どものチャレンジを見守り、

でも必要なときにはいつでも相談に応じ、アドバイスしたり励ましてあげましよう。

二次性徴が現れ、これには個人差があります。自に男えて身体つき

は変化してきます。おとなの身体に成熟しはじめ、子どもたちは自分

の身体｜こ起きる変化｜こ不安と戸惑いを感じています。

保護者が予どもの身体の変化を、誰｜こも起こる成長のひとつの過程

であることと理解して予どち｜こ援し、不安を与えないことで、手どち

が自分の身体の変化や性を肯定的｜こ受

け入れることができるよう｜こなります。

予どもたちは友だちと比較してl臼配し

ますが、個人差があることを教え、自

分の身体を大切｜こできるようなメッ

セージを送りながら見守ってあげるこ

とが必要です。

【三次性徴の徴候】

O男の子の二次性徴
・身長・肩幅が急激に発育し、身体つきが筋肉質になります0

・声変わりします。ひげや体毛・性毛が生え始めます。

・射精を経験します。男性性器が成熟してきます。

。女の子の二次性徴

．腰幅が広くなり、身体つきが丸くなります0

・乳房がふくらみ、性毛が生え始めます0

．月経が始まります。



わが子を見つめる 9のヒン卜

これまでは素直｜こ保護者の言うことを聞いていた子どもでも、中学

生｜こなると無口｜こなつだり反抗したりすることがあります。

そのだめ、予どもとのコミュ二ケーシヨツがうまく取れず悩んでい

る保護者も少なくありません。しかし保護者への反抗も自立のだめの

ひとつのプロセスです。

ま芝、一見反抗的だったり自分勝手｜こ見える態度の背景｜こは、友人

関係の悩みや将来への不安が隠れていることもあります。

手どもが反抗すると、つい保護者も感情的｜こなったり、子どもを保護

者の思いどおり｜こしようとしてしまいがちです。しかし子どもの言い

分や訴え｜こEを傾け、温かな態度で受けとめることが子どもとの良努

なコミュ二ケーシヨンのための第一歩です。それが難しいとき｜こは少し

冷却期間をおいてみ芝り、保護者とは別のおとなが子どもと話をする

のも有効な場合があります。

もちろん保護者の考えや思いを伝えることも必要ですが、決して押

しつけ｜こならないよう｜こ注意することが必要で、す。

「あなたはそう思うのね。私はこう思うけど。」と予どもの考えを聴

いたうえで、保護者の考えを伝えるよう｜こするとよいでしょう。

保護者と予どもがゆっくりと落ち着いて話すことで、これまでは
気づかなかっだお互いのよいところも発見できるかもしれません。

－’‘... 可，., 
“＂ ． 

〆、、 .. 

II f fr'¥ ' 
II 

～食事の時聞を大切！こ～

食事の時間は保護者と子どものコミュ二ケーションを深めるためにも大切な

時間です。

しかし、最近は子どもひとりで食事をとることが多くなっており、そのこと

を表す「孤食」ということばも生まれています。

保護者が仕事で帰宅が遅くなったり、子どもも部活や習い事で帰宅が遅くな

るために家族そろって食事をとることが難しくなっているようです。皆それぞ

れに忙しい毎日を過ごしている現代社会では「孤食」もやむをえない場合があ

るのかもしれませんが、可能な限り家族みんなで食卓を囲み、いろんなことを

語り合いたいものです。

一緒に食事ができない場合でも、せめて子どものそばについて子どもの話に

耳を傾けてほしいと思います。



わが子を見つめる 9のヒン卜

家庭！の｜役割

家庭！こ，a三つの大事な役割があります。

①子どもの安らぎの揚

②保護者とミ子どもが対話する揚

③予どちが家庭の一員として役割をはだす場

これらが満だされること！こよって、家庭という小さな社会の中で、

子どもは基本的な人間関係を学ぶととも｜こ社会のルールを身｜こつけ、

自立｜こ向けて歩んでいきます。

子どちは、自立しだい気持ちをもっています。自立の芽を大きく育

てましょう。

駅、

※ 

家庭は、子どもの安らぎの場として子どもの自尊心を高める役割を担っていま
す。保護者や周りのおとなの温かく思いやりのある対応は、子どもに自信をもた
せ、自立できる子どもを育てます。
同時に家庭は、保護者との対話から子どもが現実の厳しさや社会のルールを学

ぶ場でもあります。
また、家庭の一員としての自覚と責任を育てるためには、子どもを一人前とし

て扱い、話し合って家の仕事の役割をもたせることが大事です。そのことが社会
の一員としての自覚と責任につながっていきます。

中学時代は反抗期で、子どもは保護者や周りのおとなの生き方に批判的になり
ながらも、その姿をモデルにして社会性を身につけていきます。まずは保護者が
子どもと正面から向き合って、決してあきらめずにねばり強く関わっていきま

しょう。 ※自尊心（自分を大切にする心）

中学校！こなると、教料｜こよって教える先生が変わったり、多くの知

らない生徒と一緒！こなることで、予どもは、様々な不安や戸惑いを感

じます。

しかし、保護者が予どもの気持ち｜こ寄り添い、不安｜こじ、っくりと耳

を傾けることを大切｜こしていれ

ば「自分は受けとめられている」

という安心感が生まれ、子ども

は、自力で課題を乗り越えよう 刀

としていきます。 てを．

保護者は、予どもの揺れ動く ，F’‘
気持ちを正面から受けとめ、対 ν 九’

話してい＜機会を作るよう！こ努 ~』 ..... ,, 

めましょう。 ‘a・a司圃，

中学校での生活は、高校や社会でいろいろな出来事を乗り越えていくための準

備期間です。この時期は、「自分がどんな生き方をしたいか」「そのために何をした

らいいのか」ということを悩みながらも、自分の生き方を見つけていく重要な時

期です。

学校生活では、自分の気持ちを抑えて人に合わせていくことで「がまんする力」

を身につけていきます。また、失敗体験を重ねていくうちに、どうしたらうまく

いくか、その悔しさをどう生かしていくか、様々な葛藤とたたかい成長していき

ます。子どもたちは、そのような体験を通じて、何かにチャレンジしていこうと

する意欲が芽生えます。保護者はそのことを理解して、子と、もの心の揺れを正面

から受けとめ、保護者の価値観を押しつけないように、子どもと対話していきま

しょう。
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この時期！こなると、学校では同じ遊びをして楽しく遊ぶ仲間から、

友だちゃ勉強のこと応対して、真剣な相談ができる仲間を求めるよう

｜こなってきます。それ！こ伴って、保護者との関係が変化していき、家

では、うまくいかないこと｜こ対して、感情をぶつける機会ち多くな

り、対応！こ戸惑うことがあるかも知れません。

このような態度は、保護者から自立していくだめの必要な過程で

す。保護者が、そのような感情を受けとめてどうすべきかを予どもと

とち｜こ考えていくことで、子どちは外の世界で、適切な友だち関係を

築けるよう｜こなります。

中学校の時期は、同じ遊びをして楽しむ仲間を作ることから、夢や悩みを相談

できる心の友だちを作り始めます。つまり、外面的に同じ行動をしていくことだ

けの関係から、内面的なつながりができる関係を求めるようになります。保護者

にも言えない秘密を友だちと話し合ったりして、友だちを心の支えに感じるよう

になります。

友だち関係の変化に伴って、保護者との関係は変化していきます。それまで保

護者の言うことを素直に聞いていたのが、無口になったり、反抗したりするよう

になり、自己中心的なふるまいも多くなります。扱いにくいと感じるかもしれま

せんが、親離れの始まりで自立に向けて必要な過程です。また、友だちとのつき

あいは社会性を身につける大変重要な機会です。保護者は子どもの様子をしっか

り見守ってください。

ご近所！こ相談できるような万がい

ますか。

家庭の中だけで子どもの気持ちゃ

行動を受けとめだり、子どもの安全

を守っていくことは難しいもので

す。地域の中lこは子ども！こ関わって

くだ、さる万がだくさんいます。心配

なことや不安なことがあればひとり

で抱え込まず！こ気軽！こ相談し、ご近

所や地域の協力も得て解決していき

ましょう。

保護者同士が知り合いになり、日頃からコミュ二ケーションがとれるようにな

ると、子どもに関する情報も入りやすくなり、お互いに相談しやすい関係ができ

ます。また、地域には主任児童委員や、民生委員 ・児童委員という子どもについ

て相談することができる方たちがいます。地域の中で相談していくことによって、

地域の中で子どもの問題が共有され、地域全体で取り組む姿勢力T生まれてきます。

地域の中には、町内パトロールや環境浄化運動、非行防止活動などがありま

す。これらの活動には保護者は進んで参加しましょう。保護者が活動することに

より、子どもたちに行動の自制と自覚をよび起こします。そして子どもが嫌な思

いをしたり、身の危険を感じたりしたとき、“嫌だ E助けて”と声を出して言えるよ

う日頃から教えておきましょう。



やスクールソー
シャルワーカー

※スクールソーシャルワーカーは、いじめ・不登校等の問題の解決及び防止を目的とし
て、児童・生徒を取り巻く環境に注目し、関係機関と連携して社会福祉的立場から援助
を行うため、配置が進められています。

※



（携帯電話を勝手に見たり、行動に制限を加える）



困ったときのQ&A

園
間山

園
間山

困
問山

之の之ろ急l之おしゃれl之なり髪型や服装を気（2します。 園
間山

かっこよさにあこがれ、自分をよく見せたい年頃です。頭ごなしの注意
だけでは反発します。時と場所と目的に応じたおしゃれについて話し合い
ましょう。

「友だちとシヨツビンヴ（ま芝はイべント） （之行き芝い」と
言ってき芝のですが－－－。

子どもにとって子ども同士で出かけるというのも大切な経験の一つです。
このように子どもが言ってきたときは一方的に禁止するのではなく、 「ど
こになんのために行くのか」 「中学生が行ってもよい場所なのか」保護者
と子どもでそのことについて話し合いましょう。また、出かける時間帯な
どについて、家族の中で日頃からルールをきめておくことも大切です。
また、ショッピングやイベン卜といった人が多く集まる場所では、何か

の拍子に犯罪に巻き込まれたり、誘惑にかられたりする危険があることや、
危険なときにはどうしたらよいかなども伝えておきましょう。

園
間山

之のごろ、勝手な之とを言って反抗し芝り、ときl之は物を
壊し芝り暴力をふるっ芝りして、司ラう手l之負えまぜ九。
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園
間山

手首i之佃かでtTJつ芝ようないくつ老の傷が、ありまし芝。

リストカットは、何らかの失望や失意、対人関係がうまくいかないいら
だちなど、わき上がってくる嫌な気持ちをきっかけとして、自分の手首を
身近な刃物類で切る自傷行為です。

リストカットをしていることを責めたり叱ったりせずに、子どもの「切
らないではいられなし1」きつい気持ちやつらい気持ちを聴いてあげてくだ
さい。子ども自身がカウンセリングを受けたり、保護者が医師や力ウンセ
ラーに相談しながら対応することをお勧めします。
また、最近では、わかりにくいように手首以外の場所を力ツ卜すること

もあります。日頃から注意して見てください。

店から「お子さ九1J'万弓｜きし芝」と連絡がありまし定。

万引きへの指導は、初回にどのようにするかが重要です。あわてないで、
まず子どもと一緒にお店に謝罪をしましょう。なぜ万引きする気持ちにな
ったのか（寂しい・甘えたい・スリルを味わいたい・友だちに誘われて・
脅されてなどれ保護者と子どもで話し合
い、考えましょう。
子どもには、万引きは犯罪であること

を自覚させ、店への謝罪など年齢に応じ
た責任をとらせましょう。保護者は、学
校への連絡、警察への届けなどを行うと
ともに毎日の生活の中で、子どもに欲し
くても我慢する心、誘われでも・脅され
ても断る勇気を、養っておきましょう。
万引きを何度も繰り返すときは、こど

も総合相談センターまたは、所轄の警察
署少年係や、少年サポートセンターにご
相談ください。

一le’場

高価な物ゆ多額のお金を持っているようです。

家のお金の持ち出しはありませんか。また、万引きや友だちをいじめて恐
喝した可能性はありません力、他にも要因の 1つとして援助交際も考えられ
ます。しっかり子どもと向き合って事実を確認し、きちんと話し合いましょう。
保護者だけで抱え込まずに、学校やスクール力ウンセラ一、こども総合

相談センターなどの相談機関にご相談ください。



困ったときのQ&A

園
間山

困
問山

区司

F羽~ 友だちゃ学校に尋ねたり、心あたりを探しましょう。
....,..ll- 必要なときには、警察に行方不明者届を出し、発見した場合には、学校

や警察にも連絡をとってください。
保護者が一生懸命捜している姿を知り、自分が大事にされている存在だ

とわかり安心することもあります。帰ってきたら、心配していたことを伝
え温かく迎えゆっくり話し合いましょう。
保護者だけでは解決できないときは、こども総合相談センタ一、少年サ

ポートセンターなどの相談機関にご相談ください。

⑦ 

定ば之の吸いがらを、子と老の部屋で貝つけまし定。 困
問山

カッコいいから、友だちが吸っているからなど軽い気持ちで吸いはじめ
ることがよくあります。本人に確かめて、喫煙は違法行為であり、体に悪
い影響をもたらすことを、厳しく教えましょう。
また、隠れた喫煙が火事につながることも伝えましょう。
喫煙開始年齢が低いほど短期間でニコチン依存症になります。中学生で

はほんの数週間から数か月の喫煙でニコチン依存状態となり、煙草がやめ
られない身体になると言われています。
やめられない状態のときは、市健康づくりサポートセンター の

（あいれふ）へ相談しましょう。 回
子と考の服からシンナーのようなl之おいがします。仲間と

シンナーを吸っているようなのですが・・－。

シンナーを吸うことは、脳や身体がボロボ口になったり、心も身体もシ
ンナーなしではいられない依存状態になるなど大変恐ろしい行為で、法律
でも禁止されています。やめさせるには、子どもと真剣に向き合い、厳格
な態度で臨むことが必要です。

まず保護者が薬物に対する正しい知識を身につけ、勇気を出してすみや
かに、学校、警察署（少年課）、少年サポートセンタ一、各区保健福祉センター
などに相談しましょう。

最近ではインターネット等で簡単に手に入るような薬物もあります。見

た目がかわいいお菓子のような物もあります。
初期の対応が大切です。覚せい剤、麻薬などへと工ス力レー卜していく

場合があるので、少しでも早い段階で、保護者が気づき、やめさせること
が大切です。帰宅時間や交友関係などの子どもの行動の変化や、急激な体
重の減少や手の震えなど子どもの状態の変化に気をつけてください。

夜の外出や無断外泊が増え、手l之負えまぜ九。

禁止や叱責だけでなく、なぜ、家を離れたくなっているのか子どもの気
持ちを考えましょう。子どもの服装や態度にも注意が必要です。

帰ってきやすい、居心地のよい家庭をつくり、また、家のきまりをつくっ
て守らせましょう。家族の一員であることを自覚させましょう。

手に負えなくなっている場合には、早めに学校やこども総合相談セン
タ一、少年サポートセンターなどの相談機関にご相談ください。

※福岡県青少年健全育成条例では、保護者の同意等なく深夜に青少年を連
れ出す行為や、力ラオケ店や自宅等にとどめる行為も規制されています。

之つをりとパイつi之票っているようですが…。

バイクやクルマへの興味や関心が強まる年頃です。仲間が集まると気が
大きくなり、他人のバイクを盗んだり、無免許運転をして事故を起こした
りすることが心配です。自分や他人を傷つけ将来に大きな影響を残す可能
性があることをきちんと教えましょう。

また、学校や警察に相談しましょう。

家出をしまし定。

？山智診
「后険ドラッワJって伺ですか？

麻薬や覚醒剤などの危険な薬物は、覚せい剤取締法などの法律で、規制されてきま
した。しかし、それらの法律の対象とならないように、次々 と成分を変えた薬物が作ら
れてきています。それらの薬物は、「合法ドラッゲ」や「脱法ドラッゲ」なと、と呼ばれて
いました力大平成26年からは「危険ドラッグ」という名称で呼ばれるようになりました。
危険ドラッグに含まれる成分は、どれも脳に強く作用します。また、使用量が増える

ほど、心身にダメージ、が残り、実際にないものが見えたり聞こえたり（幻覚・幻聴）、ぐっ
たりしたり（疲労感・倦怠感）、集中して勉強できなくなる（学習能力の低下）などの影
響が出てきます。成分によっては、吐いたり、意識を失ったり、暴れたり、最悪の場合は
死に至ることもあり、大変危険です。また、逆に一時的にいい気分になった場合も、効
果が切れた時の絶望感や不安感とのギャップに耐えられず、使用をやめられなくなる
こともあります（薬物依存症）。
これらの危険ドラッグは、「合法」あるいは「脱法」と宣伝され、ハーブやアロマオイ

ル、お香、パスソル卜などとして売られています。ネットで検索すればすぐに情報にア
クセスできるため、子ど、もが興味を持って購入したり、友達や先輩から誘われて「一
度だけなら…」と手を出すこともあります。普段から親子で危険ドラッグについて話
し合い、心身への悪影響を理解させるとともに、友達から誘われた時の断り方を確認
しておくとよいでしょう。
万が一、子どもが危険ドラッゲを使用していることが分かつたら、すみやかに警察

（少年課）や少年サポートセンターなどに相談しましょう。



困ったときのQ&A

回

回

同

柱l之ついて、とう教え芝らいいでしょう。

子どもたちは、氾濫する性情報に日々さらされています。性について話
をするのは、難しいことではありますが、日頃から保護者と子どもで「自
分の体を大切にすること」 「相手を尊重し大切にすること」について話し
合う機会をもちましょう。雰囲気や風潮に流されて、不本意な性行為に至
ることのないよう、 「N0 ！」という勇気をもつことの大切さを伝えまし
ょっ。
避妊のことやエイズを含む性感染症を予防する方法について、正確な知

識を伝えておくことが、将来の子どもの健康を守ることにつながります。
わからないことは、養護の先生や各区保健福祉センターに尋ねたりする

のはいでしょうo 牛 肉 内
・ー

子と考の部屋を掃除中、露骨な粧描写のコミッつ誌を貝つ
けてしまいまし芝。

性的な好奇心や性欲が出てくるのは自然なことです。保護者と子どもで
性のことを語り合う良い機会だと思います。

人を単なる性的対象としてみるのではなく、日頃から自分の身体を大切
にすることや相手を尊重することを家族の中で話しましょう。

胞が援間交際の之とを口i之しています。
あまり掻抗がなさをうでj凸配です。

援助交際という言葉を使うとよくわかりませんが、金品と引き替えに性
行為などを提供するという意味においては、売春に他なりません。犯罪と
して処罰されることもあります。
また、どこの誰とも分からない相手と密室に入ったりすることにより、

生命や身体を脅かされることもあり、とても危険な行為です。
家庭の中で子どもと援助交際の危険性や違法性、そして何よりも自分自

身を大切にすることの重要性について、よく話し合っておく必要があります。
加えて、保護者の知らない多額のお金や高価な物を持っていないかな

ど、日頃から子どもの様子に気をつけておくことも重要です。

｜圃｜

m 

まわりの友だちがもっているという理由から、携帯電話やスマー卜フォン

を欲しがる子どもが増えています。すぐに連絡がとれるなど非常に便利な道

具ですが、使い方を間違えると、大変危険な道具にもなります。手放すこと

ができなくなり、のめり込んでしまう「中毒」ゃ「依存」のようになってしまっ

ている子どもたちも増えているようです。携帯電話やスマー卜フォンは、電

話機能だけでなくインターネット等の利用も出来ることから、ネットいじめ、

出会い系サイト、ワンクリック詐欺などの危険がたくさんあります。わいせ

つ画像や薬物、凶器などの有害情報も問題になっています。携帯電話やスマー

卜フォンを持つことでの危険性や弊害を保護者がよく理解し、子どもにしっ

かり伝えることが大切です。その上で本当に必要かどうかを家族でよく話し

合いましょう。使用させる場合は、フィルタリングサービスや機能設定など

を利用し、使い方のルールやマナー、危険回避の方法なども含めて家族で確

認することが大切です。
抑,. 

プロフ（携帯電話で
の個人ホームべーラ）でのトラブ／しがlb配です。

ー明

.;I 

SN Sへの書き込みが原因で、ケン力や暴力事件になったり、いじめ（ネッ

卜いじめ）に利用されるなど、社会問題になっています。このような書き

込みは、インターネッ卜の匿名性を悪用した心ない書き込みが大半です。

しかし、書き込みは警察等が捜査をすれば誰が書き込んだのか突き止める

ことが出来ます。書き込みの内容によっては書き込んだ本人が逮捕されて

いるケースもあります。匿名のように見えますが匿名ではないということ

を説明し、誹誘中傷などは絶対に書き込んではいけないことを理解させま

しょう。

また、自分の名前や学校名、写真などを載せているプ口フが見受けられ

ます。個人情報を載せたばかりに、女の子が学校の校門で待ちぶせされる

などのス卜－力一被害にあう事件も発生しています。個人が特定されるよ

うな情報は、載せない、書き込まないようにしなければなりません。インター

ネットは、どんな人が見ているかわからないということを常に意識してお

くことが必要です。

インターネッ卜上の文章や写真は、簡単に複製できます。一度書き込ん

でしまった悪口や、掲載してしまった恥ずかしい写真などは、二度とインター

ネット上から消えることがないと考えた方がよいでしょう。就職の内定取

り消しゃ、婚約破棄につながったケースもあります。インターネットの誤っ

た使い方で、子どもが被害者にも加害者にもならないよう、保護者はインター

ネットの利用について子どもと話し合っていくことが大切です。



困ったときのQ&A

IIQII子と切一日中携帯電話やスマートフわり一／川崎
·~· しています。

E強ふ 近年 LINE（ライン）等のソーシ叫デイアやメールを使ったや畑り
ILa.l""h’ による「つながり依存」力大大きな問題になっています。自分が見ていない

聞にどんな会話があっているのか気になって携帯電話やスマー卜フォンを手

放せない子もいます。子どもたちの中では、「返事はO分以内に返す」とい

うオキテがあり、オキテをやぶれば仲間はずれやいじめの対象になることも
あります。 LINEが普及する前は、返事に疲れた時は「見てなかった」とい
う言い訳すること可能でしたが、 LINEはメッセージを読んだこと力T相手に

伝わるため、子どもたちも気が安まりません。すぐ返事しないと、相手に「読

んだのに返事がないのは、私のことが嫌いで私を無視しようとしてるからだ」
と誤解されることがあるので、携帯電話やスマー卜フォンを手放せなくなり

ます。
「つながり依存」は、学校を休むわけでもなく、本人も家族も依存の状態

になっていると気づきにくいものです。保護者は、子どもの様子に十分注意
し、使用状況を把握することが必要です。あわせて、「夜O時以降は携帯電

話やスマー卜フォンをリビングに置き、使わなしl」、「友達にもそのことを事

前に伝えておく」、「もしルールを破ったら、翌日は携帯電話やスマー卜フォ
ンの利用が禁止になる」、「1か月に3回ルールを違反したら、解約する」など、

利用のルールについても話し合うことが大切です。
また、メールやメッセンジャーでのやり取りは文字だけのやり取りになる

ため、自分の気持ちが上手く伝わらず、ケン力などのトラブルになることも
あります。豊かな人間関係を育むためには、人と人が顔をつきあわせて話を

することが大事であると、くり返し伝えていきましょう。また、福岡市 PTA

協議会も「ケータイモラルアップ、ケータイ・スマホ、夜10時電源OFF運動」で、

子どもたちを支援しています。

J> 

0 

｜圃｜

回
開山

出会い系サイトやゲ－6.サイトで知り合つ芝周知らぬ人｛之
会い！之行之うとしているようなのですが。

出会い系サイ卜とは、携帯電話やパソコンでアクセスして、異性との
出会いを仲介するサイトのことです。サイトの掲示板へ書き込みをして
メールなどで気に入った相手と連絡を取り合って会う仕組みです。また、

ゲームサイトの中にも、出会い系サイトのように異性と出会うことがで

きるサイトがあります。これらのサイトの中には、性別や年齢などを偽っ
て登録することが可能なものもあり援助交際、詐欺、恐喝などの犯罪の温

床になっており大きな社会問題になっています。今、子どもたちが、出会い系

サイトやゲームサイトにからんだ性犯罪に巻き込まれています。保護者は

子どもに、このようなサイトを通じて知らない人に会いに行かないよう

に強く指導しなければなりません。法律では、 18歳未満の子どもは、出

会い系サイトの利用は禁止されており、保護者も、子どもが出会い系サイ

トを利用しないよう努める必要があります（インターネット異性紹介事業
を利用して児童を誘引する行為の規制等に関する法律）。出会い系サイトの

危険性などを子どもに教え、フィルタリングサービス（携帯電話）やフィル
タリングソフト（／＼ソコン）を利用するなどして危険なサイトを利用できな
いようにしなければなりません。また、日頃より子どもがどのようなサイト

を利用しているのか把握しておく必要があります。

スマートフォンの刺同で、トラブ／しi之ならないか
め配です。

スマー卜フォンは、パソコンと同等にインターネットを利用できるため、ブログや

掲示板サイトで起きる様々なトラブルに巻き込まれるととがあります。それに加え、

スマー卜フォンでは、 LINE等のメッセンジ、ヤーアブリの利用に伴う親子のトラブル

が多いのが特徴です。

LINEでは、相手が自分のメッセージ、を読んだかどうかが分かります。「読んでる

はずなのに返信がない＝自分のことを無視した」と感じる子どもも多く、「メッセー

ジを読んだら返信する。返信しないと無視したことになり、いじめられても文句を言

えないJという感覚を持つ子も少なくありません。そのため、メッセージのやり取り

を切り上げるのが難しく、深夜までスルズルとやり取りが続きがちです。家族の会話

の時間や、勉強の時間、食事や入浴などの生活に必要な時聞を確保するため、スマー

卜フォンをやめさせたい親と、いつまでもスマー卜フォンを触っていたい子どもとの

閏で、 トラブルになります。

生活に支障が出る程スマー卜フォンにのめり込んでいるのは、「中毒」あるいは「依

存症Jと考えられ、精神科で治療方法が検討されているところです。そとまでになら

ないよう、スマー卜フォンの利用方法について親子で何度も話し合うことが大切です。

親も、スマー卜フォンや中高生がよく使うアプリについて、学んでおきましょう。



困ったときのQ&A

回 近一切開受けω 均的が

保護者の思い通りに子どもがならないときにたたいたり、保護者自身の
以 不安やストレスから感情のままに子どもを怒ったり、無視したり、世話を

しないというのは、児童虐待であり、児童相談所の関わりが必要な場合があ
ります。児童虐待には放任虐待（ネグレク卜）、身体的虐待、心理的虐待、性的
虐待の 4つがあります。学校に行かせないのも虐待のひとつです。
子どもの友だちなどからそのような話を聞いたり、相談を受けたときに

は、まずは、信じてしっかり話を聴いてあげてください。そのうえで、こども
総合相談センターまたは各区保健福祉センターなどに知らせてください。
他人の家のことだからと放置せず、すみや
かに連絡してください。連絡してくださっ
た方が誰か特定されるような情報は決して
もらしません。
なお、緊急の場合は警察に 110番通報し

てください。

．． ・・ー

同 先週 的 の 通学途町通事故飾り問的
II l.111けがをして病院i之運ばれまし定。間近で貝てい芝のでシヨラノ
ι三JIつだっ芝ょうで、 「眠れない」 「食欲がない」と訴えます。

｜圏 一震があ り的鴎仇一一物
｜が落ちて幻い川悦よ対仇自分ひと
りで部屋で眠れない、留守番をいψがるといっ芝反応が貝ら
れます。

lr4'~~ 大きな事件や事故、災害を体験した子どもの中には、そのストレスやシ
....，..弱－ ヨツクから様々な反応があらわれることがあります これらの反応は怖い

経験をしたときにはありがちな反応で、異常なことではありません。
多くは一時的なもので 家族や周囲の人から温かく受けとめられること

で、自然に落ち着いていくものです。
いつもの生活リズムを心がけつつ、本人が怖かったことを話してきたと

きには、さえぎらずに最後まで話を聴き、
ゆっくりと休ませることも必要です。

もし、反応が長引いたり、関わり方に 〆 -, , ・

不安を感じたときには、是非、こども総 I \.~ ¥.-
合相談センターにご相談ください ( て－

h 司’l

・.~

LJ 
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